
陳

湛

甘

沙

白

と

序

湛
甘
泉
の
'
邸
は
陳
白
沙
で
あ
る
。
探
白
沙
の
師
は
呉
康
斎
で
、
呉

康
斎
の
師
は
朱
子
で
あ
る
が
、
桂
子
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

理
学
は
北
宋
に
始
ま
り
、
南
宋
に
大
成
し
た
。
北
宋
に
は
、
部
康

節
(
瀧
・
一
∞
主
)
、
府
綴
渓
(
敦
願
・
一
∞
主
)
、
張
横
渠
(
載
・
一
∞
ιω)
、

程
明
道
(
額
・
一
∞
一
信
)
、
程
伊
川
(
阪
・
一
心
伝
記
)
の
、
所
謁
「
北
宋
の

五
子
」
の
理
学
家
が
出
、
南
宋
に
至
っ
て
朱
子
(
蕪
・
一
一
一
一
倍
∞
)
が
集

大
成
し
厳
密
な
理
学
思
想
の
体
系
を
創
立
し
た
。
理
学
は
道
学
と
も

称
さ
れ
、
従
来
の
儒
家
の
学
設
で
あ
る
仁
義
道
徳
を
理
学
の
重
要
な

内
容
に
形
成
し
、
封
建
統
治
者
に
よ
っ
て
、
儒
学
の
正
統
派
と
定
め

ら
れ
た
。

一
方
こ
れ
に
対
し
て
、
「
宇
宙
は
即
ち
吾
が
心
な
り
ょ
を
提
唱
し

た
陸
象
山
(
九
淵
・
二
日
立
)
の
学
派
が
出
現
し
、
こ
の
学
派
を
紹
述

し
た
王
陽
明
(
守
仁
・
一
回
走
)
が
揚
明
学
派
の
基
礎
を
作
っ
た
。
程

朱
の
道
学
が
官
学
に
定
め
ら
れ
、
科
挙
の
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
以 泉

コ1::::
J己、

賀

朗

来
、
朱
子
学
派
は
隆
盛
に
な
っ
た
が
、
次
第
に
科
挙
の
た
め
の
学
と

な
り
、
学
者
の
思
想
を
束
縛
し
、
現
実
か
ら
脱
離
し
て
き
た
。
こ
こ

に
「
心
学
」
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

陳
自
沙
の
平
期
の
治
学
は
、
遠
く
孔
孟
に
肇
ま
り
、
近
く
は
程
朱

を
宗
と
し
た
が
、
後
来
、
陸
象
山
の
学
説
と
老
師
呉
康
斎
の
影
響
を

受
け
、
独
立
の
「
心
与
理
ご
を
提
唱
し
、
現
代
の
心
学
の
先
河
を

関
創
し
た
。
黄
宗
義
(
梨
州
・
一
ホ
ト
叩
)
は
、
「
拐
の
学
は
、
白
沙
に
至

り
始
め
て
精
微
に
入
る
有
り
。
」
〈
『
明
儒
学
案
』
「
白
沙
学
案
ご
)
と
い

っ
た
。湛

甘
泉
は
、
原
白
沙
が
心
性
の
学
を
講
授
し
て
い
る
の
を
開
き
、

自
ら
進
ん
で
白
沙
の
向
け
を
叩
き
、
挙
世
一
木
を
放
棄
し
て
、
専
心
部
の
教

え
を
学
び
、
遂
に
白
沙
の
心
学
を
継
承
発
揚
し
た
。
以
下
、
両
者
の

略
歴
、
学
説
、
関
係
等
に
つ
い
て
述
べ
て
行
く
。
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採
白
沙
(
一
夜
似
)
は
、
一
辞
は
獄
章
、
字
は
公
帯
、
石
斎
と
号
し
、



設
は
文
恭
。
広
東
省
新
会
県
白
沙
村
の
人
。
先
世
は
宋
に
仕
え
、
士
用

雄
よ
り
新
会
に
選
っ
た
。
高
祖
は
判
郷
、
曾
祖
は
東
源
、
担
は
永
接
、

滑
川
と
号
し
、
少
き
と
き
よ
り
一
刻
者
で
、
世
事
を
省
み
ず
、
好
ん

で
老
子
を
読
ん
だ
。
父
は
珠
、
楽
芸
居
士
と
号
し
、
読
書
は
一
自
で

数
行
先
を
能
く
し
、
詩
を
普
く
し
た
が
、
二
十
七
設
で
没
し
た
。
没

し
て
一
か
月
後
に
、
白
沙
が
生
ま
れ
た
。
母
の
太
夫
人
林
氏
の
二
十

四
歳
の
時
で
あ
る
。
林
氏
は
節
を
守
り
、
白
沙
を
教
育
し
た
。
祖
の

永
盛
の
時
ま
で
都
会
村
に
い
た
が
、
自
沙
に
至
り
、
白
沙
村
に
徒
っ

た
。
自
沙
村
は
広
東
省
新
会
開
郊
の
北
二
十
里
の
所
に
あ
る
。
後
の
世

人
は
、
白
沙
の
道
を
重
ん
じ
て
、
名
を
指
斥
せ
ず
、
白
抄
先
生
と
称

し
た
。白

沙
は
、

mm
の
笠
宗
の
定
一
徳
三
年
戊
申
ハ
一
回
二
八
〉
、
十
月
二
十

一
日
、
都
会
村
に
生
ま
れ
た
。
幼
よ
り
警
情
人
を
絶
し
、
読
書
一
覧

す
る
毎
に
、
記
憶
し
た
。
身
長
八
尺
、
限
光
星
の
如
く
、
音
吐
清
円
。

少
き
と
き
、
宋
が
佳
山
で
滅
び
、
諸
庄
が
節
に
死
ん
だ
こ
と
を
読
む

度
に
、
巻
を
掩
っ
て
流
悌
し
、
又
孟
子
の
「
有
ニ
天
民
者
刊
達
可
v
行ニ

於
天
下
一
一
間
後
行
v
之
。
」
〈
『
孟
子
』
「
尽
心
上
」
)
を
読
み
、
慨
然
と
し

て
嘆
き
、
「
援
、
大
丈
夫
行
、
蛍
γ
如
γ

是
也
。
」
と
い
っ
た
。

十
九
歳
で
邑
の
序
生
に
な
り
、
部
が
白
沙
の
作
っ
た
文
を
見
て
、

「
際
生
非
ニ
常
人
-
h
u
o

世
綱
不
v
足
ニ
以
鶴
?
之
。
」
と
異
し
ん
だ
。
英

宗
の
正
統
十
二
年
了
卯
(
一
四
四
七
〉
、
広
東
の
郷
誠
第
九
人
に
合
格
、

翌
年
挙
人
に
挙
げ
ら
れ
、
戊
辰
(
一
四
回
八
)
二
十
一
歳
、
辛
未
ハ
一

四
五
一
〉
二
十
四
歳
の
両
年
、
礼
留
に
赴
い
た
が
、
二
回
と
も
下
第

し
た
。
二
十
七
歳
の
時
、
江
右
の
呉
康
斎
が
伊
洛
の
学
を
臨
川
の
上

に
講
じ
て
い
る
の
を
開
き
、
会
試
を
放
棄
し
て
、
崇
仁
へ
行
き
、
康

斎
に
学
ん
だ
。

呉
康
斎
(
一
匹
対
一
肌
)
は
、
撫
州
崇
仁
(
航
傾
向
)
の
人
。
名
は
与
弼
、
字

は
子
得
、
康
斎
と
号
し
た
。
父
は
国
子
監
の
教
官
薄
。
八
・
九
歳
で

既
に
物
に
屈
せ
ず
、
十
九
歳
の
永
楽
七
年
己
丑
ハ
一
四
O
九
〉
、
父
に

京
師
(
金
陵
〉
で
会
い
、
次
年
、
太
子
の
属
官
楊
文
定
に
就
い
て
学

び
、
『
伊
洛
淵
源
録
』
を
読
み
、
依
然
と
し
て
道
に
志
し
、
明
道
が

心
を
驚
動
さ
せ
て
道
を
学
ぶ
の
を
読
み
、
明
道
こ
そ
聖
賢
で
あ
る
と

知
り
、
「
誰
可
ド
不
一
一
事
部
到
一
也
。
」
と
い
っ
て
、
遂
に
挙
世
一
試
を
棄
て
、

仕
官
を
断
り
、
小
楼
に
独
坐
し
て
四
書
五
経
や
諾
儒
の
語
録
を
読

み
、
二
年
間
楼
よ
り
下
り
ず
、
読
書
に
専
念
し
た
。

康
斎
は
性
厳
毅
で
、
来
学
者
と
は
全
く
共
に
語
ら
ず
、
先
ず
農
耕

に
従
事
さ
せ
た
。
雨
中
裳
笠
を
被
ら
ず
、
来
紹
を
荷
い
諸
生
と
絹
耕

し、

2
Z
を
談
じ
た
と
い
う
。

際
自
沙
が
広
東
か
ら
来
学
し
た
。
朝
日
が
出
初
め
る
と
、
康
斎
は

穀
物
を
簸
り
に
取
り
掛
っ
た
。
自
沙
が
ま
だ
起
き
な
い
の
を
見
て
、

大
声
で
、
「
秀
才
若
篤
ニ
瀬
惰
一
部
他
日
、
何
従
到
一
一
伊
川
之
内
下
↓

又
何
従
到
ニ
孟
子
之
内
下
ご
と
い
っ
て
戒
め
た
。
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康
斎
は
震
と
出
仕
を
請
わ
れ
た
が
、
悉
ミ
く
辞
り
、
出
で
て
は
作

し
、
入
り
て
は
怠
い
、
実
践
弼
行
し
、
静
時
に
は
存
養
し
、
勤
時
に

は
省
察
し
て
、
敬
義
、
誠
明
両
つ
な
が
ら
進
ん
だ
。
貧
困
と
病
+
一
向
に

耐
え
、
自
粛
自
戒
、
俗
勤
精
励
し
て
、
聖
賢
の
学
を
学
ん
だ
。

成
化
三
年
了
亥
〈
一
四
六
七
〉
、
白
沙
問
十
歳
の
年
、
一
件
び
太
学
に

行
く
。
祭
溜
那
譲
は
f

日
沙
に
、
宋
儒
楊
亀
山
の
作
、
コ
一
小
一
一
望
者
こ
を

試
題
と
し
た
。
自
沙
は
「
和
下
楊
亀
山
此
日
不
一
一
帯
得
一
韻
ど
を
作
っ

た
。
内
容
は
聖
を
学
ぶ
事
を
詠
ん
だ
。
形
譲
は
そ
の
詩
を
見
て
、

「
議
山
不
v
如
也
。
」
と
い
い
、
明
日
朝
に
鶴
一
一
一
一
閃
し
て
、
「
同
県
儒
復
出
。
」

と
い
っ
た
。

成
化
五
年
己
丑
(
一
四
六
九
)
、
白
沙
問
十
二
歳
の
年
、
三
度
目
の

会
試
に
応
じ
た
が
、
復
た
下
第
し
た
。

成
化
十
八
年
壬
寅
(
一
回
八
二
〉
、
白
沙
五
十
五
歳
の
時
、
広
東
の

左
布
政
使
彰
認
が
上
疏
し
て
、
「
図
以
ニ
仁
賢
一
潟
v
寮
。
毘
才
徳
不
v

及
ニ
獄
一
挙
↓
高
高
猶
切
-
一
厚
緑
サ
願
一
一
於
獄
一
章
醇
醇
↓
乃
未
γ
見
一
一
牧
用
一

誠
恐
一
一
一
路
家
坐
失
一
一
位
mv
緊
之
繁
ご
と
い
っ
た
。
有
司
が
礼
を
以
て
駕

を
勧
め
た
が
、
母
老
い
併
せ
て
久
し
く
病
む
を
理
由
に
辞
退
し
た
。

時
に
巡
撫
右
都
御
史
朱
英
が
こ
れ
を
心
配
し
て
、
強
く
薦
め
る
と
、

己
む
な
く
京
師
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
偶
と
病
気
で
行
け
な
く

な
り
、
上
疏
し
て
、
「
毘
母
以
ニ
貧
賎
蚤
寡
ぺ
僚
仰
無
聯
、
段
憂
成
v

疾
、
老
市
粥
劇
。
使
t
k
以
遠
客
二
異
郷
↓
医
母
之
憂
γ
臣
日
甚
。
愈
憂

愈
{
柄
、
愈
病
愈
憂
。
憂
病
栢
初
、
理
v
難
長
久
。
医
又
以
一
一
病
躯
一
憂
一
一

老
母
一
年
末
γ
暮
雨
気
己
表
、
心
欲
v
潟
市
力
不
v
逮
。
夫
内
鉱
山
ニ
攻
之

疾
↓
期
外
不
v
見
ニ
従
y
事
之
難
↓
上
有
二
歪
仁
之
君
↓
刻
下
多
ニ
白
金

之
土
サ
綴
乞
v
養
v
病
。
移
y
養
上
疏
O
L

と
い
っ
た
。
憲
宗
は
親
ら
関

す
る
こ
と
再
三
、
明
日
、
翰
林
院
検
討
を
授
け
、
病
が
癒
え
れ
ば
、

来
て
職
を
供
に
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
出
沙
は
謝
意
を
表
し
て
辞
退

し
な
か
っ
た
。

南
安
知
府
張
汝
問
が
出
処
を
問
う
た
。
自
沙
は
こ
れ
に
対
え
て
、

(
，
康
鷲
以
一
一
布
衣
↓
第
二
石
亨
薦
一
所
ニ
以
不
ド
受
γ

職
市
求
?
観
ニ
秘
書
一

者
、
翼
v
得
一
一
間
賢
一
主
也
。
情
乎
。
蛍
時
宰
相
不
ν
悟
-
一
以
魚
?
賞
。
然

言
ニ
之
上
↓
〈
ア
受
v
職
。
然
後
観
v
童
問
、
殊
戻
ニ
康
一
意
4

途
決
v
去
。
茶

以
v
前
紘
一
-
一
部
浩
一
一
監
生
薦
勺
又
疏
、
棟
一
一
始
移
一
願
ν
仕
。
故
不
一
一
敢
偽
辞
↓

以
釣
一
一
虚
名
一
或
受
或
不
v
受
、
各
有
v
依
v
宜
爾
」
と
い
っ
た
。

弘
治
十
三
年
庚
申
(
一
一
九
O
O
V
二
月
十
日
没
す
。
年
七
十
一
ニ
。

没
す
る
前
数
日
、
早
く
か
ら
朝
服
朝
冠
を
着
け
、
子
弟
に
支
え
ら
れ

て
呑
を
北
習
に
焚
き
、
五
拝
三
郎
首
し
て
、
「
五
齢
二
五
日
君
ご
と
い

い
、
又
一
詩
「
託
γ

仙
移
被
y

誘

託

v
併
量
多
v
修
弄
一
一
艇
捨
漠

月
一
聞
こ
歌
碧
玉
棲
一
」
を
作
り
、
「
五
間
以
v
此
僻
v
世
。
」
と
い
っ
た
。

没
す
る
目
、
山
頂
に
自
気
が
出
て
、
天
を
貫
い
て
勃
勃
如
と
し
て
蒸

し
上
っ
た
。
そ
の
呂
遂
に
没
し
た
。
(
『
自
沙
子
全
集
』
「
自
沙
先
生
行

吠
」
、
『
明
儒
学
案
』
「
白
沙
事
案
」
)
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陳
白
沙
の
は
、
「
虚
」
と
「
静
」
と
で
あ
る
、
『
明
嬬
学
案
』
に
、

「
先
生
之
挙
、
以
v
虚
矯
v
木
、
以
γ
静
魚
ニ
門
戸
ご
(
「
白
沙
学
案
ご
)

と
あ
り
、
円
自
沙
子
全
集
』
に
、
「
先
生
之
響
、
以
ニ
自
然
一
震
y

宗、

以
ニ
無
欲
一
矯
γ
至
。
市
其
要
在
ニ
致
虚
叫
虚
者
無
欲
之
謂
也
。
致
虚
之

功
、
必
有
v
事
江
戸
刷
。
勿
v
忠
市
勿
v
功
。
故
稀
ニ
自
然
一
也
。
一
ニ
者
若
v

一
。
而
致
虚
要
鷲
。
」
〈
「
遊
江
門
記
」
)
と
あ
る
。

自
沙
の
学
は
、
「
虚
」
を
本
と
し
、
「
静
」
を
門
戸
と
し
、
「
自
然
J

一

を
宗
と
し
、
『
無
欲
』
を
至
れ
り
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
要
は
「
致

虚
」
に
あ
る
。
「
虚
」
は
「
無
欲
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
致
虚
」
の
修

行
は
、
「
必
有
v
事
索
。
勿
v
忘
而
勿
v
助
。
」
で
あ
る
。
故
に
「
自
然
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

短
大
倫
は
い
う
、
人
心
の
「
虚
」
は
「
太
虚
ー
一
に
原
づ
く
。
「
太

虚
」
中
の
あ
ら
ゆ
る
物
は
、
一
物
と
し
て
「
太
虚
」
の
障
害
に
な
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
「
虚
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ま
だ

「
虚
」
の
意
味
を
尽
く
し
て
い
な
い
。
今
、
日
月
の
運
行
、
紫
、
暑
の

往
来
、
川
獄
の
流
崎
、
衆
庶
の
滋
生
、
草
木
鳥
獣
、
昆
虫
の
暢
遂
繁

草
等
は
、
凡
て
自
で
額
、
耳
で
開
く
こ
と
が
出
来
る
が
、
運
行
、
往

来
、
流
崎
、
滋
生
、
暢
遂
、
繁
草
す
る
理
由
は
、
視
る
こ
と
も
開
く

こ
と
も
出
来
な
い
。
一
体
誰
が
こ
れ
を
す
る
の
か
c

「
虚
」
が
こ
れ

を
す
る
本
で
は
な
い
か
、
し
た
が
っ
て
人
心
の
「
虚
」
は
こ
の
よ
う

な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
心
が
動
く
と
、
万
感
万
応
す
る
の
は
説
た
り

開
い
た
り
出
来
る
が
、
そ
の
感
応
の
従
っ
て
出
る
所
は
、
裁
見
出
来

な
い
。
別
ち
「
虚
」
だ
け
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
人
心
の
「
虚
」
は
生
と
倶
に
あ
っ
て
、
必
ず
「
致

す
」
に
待
つ
の
は
ど
う
し
て
か
、
「
虚
」
と
は
一
一
物
も
留
め
な
い
称

で
、
意
志
が
動
い
て
物
を
欲
し
て
誘
う
と
、
物
が
心
に
入
っ
て
、

「
虚
」
が
実
と
な
る
。
故
に
「
致
虚
」
は
心
を
養
う
た
め
で
あ
っ
て
、

邪
動
の
欲
が
心
を
干
す
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
に
し
、
常
に
万
感
万

応
の
本
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
白
沙
の
「
虚
」
は
「
無
欲
」
よ
り

出
る
も
の
で
、
「
致
虚
」
に
は
安
一
排
作
為
が
な
く
て
得
ら
れ
る
。
こ

れ
が
性
の
本
体
で
、
性
は
「
虚
」
で
あ
る
、
と
。
白
沙
は
、
「
勿
γ
忘

勿
v
助
部
存
存
之
宮
、
部
英
致
γ

之
之
功
也
。
亦
実
有
一
一
安
排
作
震
之

煩
一
平
J
o
」
と
い
っ
た
。
こ
れ
は
「
致
虚
}
一
が
自
然
に
帰
す
る
こ
と
を

い
っ
た
の
で
あ
る
。

自
沙
は
い
う
、
「
夫
這
歪
無
市
動
、
至
近
而
紳
。
故
綴
而
後
設
、

形
雨
期
存
。
」
と
。
文
い
う
、
「
夫
動
己
形
者
也
。
其
未
γ
形
者
慮
而

己
。
虚
其
本
也
。
致
慮
之
所
ニ
以
立
γ

本
也
。
」
と
ハ
「
遊
-
一
江
門
{
記
」
〉
0

自
沙
は
、
自
ら
学
を
為
す
の
を
、
越
提
学
に
次
の
よ
う
に
い
っ
て

い
る
。一

;
僕
年
二
十
七
、
始
め
て
禁
演
し
、
英
蒋
君
に
従
ひ
て
事
ぶ
。
其
の
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古
翠
賢
の
霊
訓
の
掛
一
一
聞
に
於
て
、
議
し
欝
ぜ
ざ
る
所
無
し
。
然
れ
ど
も

①

i
i
i
 

未
だ
入
る
蕗
を
知
ら
ず
。
白
沙
に
締
る
に
比
び
、
門
を
杜
ぢ
て
出
で

ず
。
専
ら
以
て
力
を
用
ふ
る
所
の
方
を
定
む
。
践
に
し
て
師
友
の
指

引
無
く
、
日
に
書
婦
に
集
り
て
之
れ
を
尋
ぬ
。
援
を
忘
れ
食
を
忘

②
1
1
1
6
 

れ
、
是
の
如
き
こ
と
累
年
、
而
れ
ど
も
卒
に
未
だ
得
ず
。
謂
ふ
所
の

未
だ
得
ざ
る
と
は
、
五
向
が
此
の
心
と
此
の
理
と
、
未
だ
湊
泊
胞
合
す

る
こ
と
有
ら
ざ
る
庭
を
謂
ふ
な
り
。
是
に
於
て
、
彼
の
繁
を
舎
で
、

五
回
が
約
を
求
む
。
惟
だ
静
坐
之
れ
を
久
し
く
す
る
こ
と
に
在
り
。
然

る
後
に
、
苦
が
此
の
心
の
鶴
、
穏
然
と
し
て
皐
露
し
、
常
に
物
有
る

が
若
き
を
見
る
。
日
用
の
問
、
種
種
の
藤
酬
、
五
回
が
欲
す
る
所
に
随

ふ
こ
と
、
馬
の
街
軌
を
禦
す
る
が
如
き
な
り
。
物
の
涯
を
楼
認
し
、

諮
れ
を
翠
訓
に
稽
ふ
れ
ば
、
各
と
頭
緒
来
箆
有
る
こ
と
、
水
の
源
委

有
る
が
如
き
な
り
。
走
に
於
て
、
燦
然
と
し
て
自
ら
信
じ
て
臼
く
、

撃
の
功
を
作
す
。
其
れ
裁
に
在
る
か
、
と
。
ー
一
ハ
『
白
沙
子
全
集
』
「
復
一
一
趨

提
学
愈
憲
一
」
〉居

る
こ
と
半
裁
に
し
て
跨
る
。
(
『
明
史
』
「
儒
林
二
」
〉

「
改
葬
白
沙
先
生
墓
碑
銘
」
に
は
、
「
十
載
:
一
、
「
遊
一
一
江
門
一

記
」
に
は
「
十
余
年
」
と
あ
る
。

張
東
所
は
、
自
沙
の
為
学
を
叙
し
て
、
「
鴇
君
よ
り
鯖
後
を
見
る

に
、
一
室
に
静
坐
し
、
家
人
と
躍
も
其
の
面
を
見
る
こ
と
竿
な
り
。

数
年
未
だ
之
れ
を
得
る
こ
と
有
ら
ず
。
是
に
於
て
、
夙
間
内
を
迅
掃

注
①②

 

し
、
或
い
は
長
林
に
浩
歌
し
、
或
い
は
絶
島
に
孤
鳴
し
、
或
い
は

艇
を
弄
し
て
、
竿
を
渓
渡
海
面
に
投
じ
、
耳
目
を
拐
て
、
心
智
を
去

り
、
之
れ
を
久
し
く
し
て
、
然
る
後
に
得
る
有
り
。
蓋
し
主
静
に
し

て
大
を
見
る
、
斯
の
力
を
致
す
に
よ
り
、
乃
ち
・
康
大
高
拐
を
大
悟

す
、
日
用
を
離
れ
ず
、
異
に
蔦
事
を
一
に
し
、
異
に
自
ら
菌
成
に
本

づ
き
、
入
力
を
絞
ら
ず
。
勤
務
無
く
、
内
外
無
く
、
大
小
精
粗
、
一

以
っ
て
之
れ
を
貫
く
。
先
生
の
事
は
、
博
よ
り
し
て
約
、
粗
よ
り
入

り
て
縮
、
其
れ
瀞
に
同
じ
か
ら
、
さ
る
こ
と
比
の
如
し
と
。
」
(
「
自
沙
事

案
一
t

一
)

自
沙
の
「
務
」
は
、
周
澱
渓
の
「
主
静
」
に
基
づ
く
。
以
来
程
門

の
諸
公
は
、
互
い
に
相
伝
授
し
、
予
章
、
延
平
に
至
っ
て
、
専
ら
人

に
教
え
た
が
、
朱
子
は
間
違
っ
て
「
弾
」
に
入
る
の
を
恐
れ
て
、

「
静
」
を
説
く
こ
と
は
少
な
く
、
た
だ
「
敬
」
を
説
い
た
。

「
伊
川
先
生
、
毎
見
-
一
人
之
静
坐
一
便
数
-
一
其
善
問
雪
比
一
務
字
、

自
二
棟
渓
先
生
主
静
一
渓
源
。
以
来
程
門
之
諸
公
、
遊
相
俸
授
。
至
ニ

撃
事
延
卒
↓
元
専
提
v
此
数
v
人
。
事
者
亦
以
y

比
得
ν
力
。
権
翁
恐
一
一

人
差
入
γ

蒋
去
↓
故
少
γ

設
v
静
、
只
設
v
敬
。
」
(
向
「
興
一
一
羅
一
峯
一
」
〉

「
静
ー
坐
」
は
と
も
す
る
と
、
「
蒋
」
と
間
違
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
越
提
学
余
憲
に
出
し
た
返
信
に
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い

『ゐ。
「
僕
を
毅
る
を
篤
す
者
有
り
。
自
ら
門
戸
を
立
つ
る
者
は
、
是
れ
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弾
事
に
流
る
る
者
な
り
と
日
ふ
有
り
。
甚
だ
し
き
は
妄
人
と
臼
ふ
。

人
を
偽
者
に
率
ゐ
る
な
り
。
僕
安
く
ん
ぞ
敢
て
之
れ
と
強
緯
せ
む

や
。
姑
く
之
れ
を
考
へ
、
近
似
な
る
者
を
以
て
之
れ
を
ヰ
一
一
口
は
む
。
孔

子
は
人
に
数
ふ
る
に
、
文
行
忠
信
な
り
。
後
の
孔
氏
を
同
学
ぶ
者
は
、

別
ち
一
を
事
(
と
魚
す
と
臼
ふ
。
一
と
は
無
欲
な
り
。
無
欲
な
れ
ば
財

ち
静
虚
に
し
て
動
室
、
然
る
後
に
翠
は
向
学
ん
で
至
る
可
し
。
謂
ふ

所
の
自
ら
門
戸
を
立
つ
る
者
と
は
、
此
の
類
に
非
ざ
る
か
c

傍
氏
は

人
に
数
ふ
る
に
静
坐
を
日
ふ
。
吾
も
亦
た
静
坐
を
臼
ふ
。
援
爆
を
日

ふ
。
吾
も
亦
た
爆
爆
を
日
ふ
。
調
患
は
数
怠
に
一
悲
し
。
定
力
は
縛
定

に
似
た
る
有
り
。
謂
ふ
所
の
枠
皐
に
流
る
る
者
と
は
、
此
の
類
に
非

ざ
る
か
と
。
」
(
向
「
復
ニ
越
提
翠
愈
憲
一
」
)
。

さ
て
陳
白
沙
は
、
ど
の
よ
う
に
勉
励
し
て
、
彼
の
学
説
を
樹
立
し

た
で
あ
ろ
う
か
。

「
先
生
の
始
め
て
事
を
為
す
や
、
激
働
奮
務
の
功
は
、
多
く
之
れ

を
康
驚
に
得
。
臨
川
よ
り
締
り
、
足
跡
城
府
に
至
ら
ず
、
朱
某
(
英
)

時
に
参
議
た
り
。
監
に
造
り
て
見
を
求
む
る
も
、
卒
に
避
け
て
見
れ

ず
。
戸
を
関
、
ち
て
蓄
を
譲
み
、
撃
と
く
天
下
古
今
の
典
籍
を
窮
む
る

お
刀
ら
、
稽
老
稗
宮
小
説
に
及
ぶ
。
ぃ
孜
を
徹
し
て
寝
ね
ず
。
少
し
く
留

め
ば
、
期
ち
水
を
以
て
其
の
足
に
沃
ぎ
、
之
れ
を
久
し
く
し
て
歎
じ

て
臼
く
、
夫
れ
学
は
自
然
を
貴
ぶ
な
り
。
之
れ
を
自
得
し
て
然
る
後

に
之
れ
を
博
む
る
に
典
籍
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
典
籍
の
一
奮
は
、
我

が
ニ
一
一
口
な
り
。
否
ら
ざ
れ
ば
別
ち
、
典
籍
は
自
ら
典
籍
に
し
て
、
我
は

自
ら
我
な
り
。
迭
に
一
筆
を
築
き
、
名
づ
け
て
春
陽
と
臼
ふ
。
認
と

其
の
中
に
静
坐
し
て
、
足
問
例
外
に
出
で
ざ
る
こ
と
数
年
な
り
。
故
に

其
の
茶
の
事
ぶ
に
答
ふ
る
詩
に
臼
く
、
「
古
人
棄
一
一
糟
粕
一
糟
粕
非
二

一
員
簿
一
砂
哉
一
勺
水
積
累
成
一
一
大
川
一
亦
有
v
非
ニ
積
累
一
源
泉

自
潟
滑
至
無
有
二
至
動
一
至
近
至
静
江
戸
周
設
用
設
不
v
窮

紙

藤

極
ニ
淵
泉
一
吾
能
握
ニ
其
機
一
何
必
窺
ニ
僚
編
一
事
患
v
不
v
用
ν
心

用
v
心
滋
牽
纏
本
γ
虚
形
一
乃
寅
立
y

本
貴
ニ
自
然
一
戎
領
輿
二
恐
健
一

新一一一同未
v
云
v
偏

後

儒

不
y

省
v
事
差
失
ニ
喜
麓
間
一
寄
ニ
語
了
v
心

人
一
素
琴
本
無
v
絃
」
(
「
白
沙
先
生
行
紋
」
)

暫
く
し
て
、
又
嘆
じ
て
い
う
の
に
は
、
一

z

土
人
れ
道
は
勤
務
無
き
な

り
。
之
れ
を
得
る
者
は
、
動
も
亦
た
定
、
静
も
亦
た
定
。
将
迎
無
く
、

「
内
外
無
し
。
荷
も
静
を
欲
す
る
は
、
部
ち
静
に
非
ず
。
是
に
於
て
、

動
に
髄
ひ
静
に
随
っ
て
、
以
て
其
の
功
を
施
す
と
。
」
(
向
〉
こ
の
語

の
中
に
は
、
明
道
の
『
定
住
官
官
』
に
、
「
所
謂
定
者
、
動
亦
定
、
静

亦
定
。
無
ニ
賂
迎
ぺ
鉱
山
ニ
吋
内
外
ご
と
あ
る
の
と
全
く
同
じ
部
分
が
あ

る
。
従
っ
て
際
自
沙
は
閥
的
道
の
思
想
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る。
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陳
白
沙
の
学
の
伝
承
と
発
展
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て

い
Y
Q
O

「
慈
し
其
の
壌
の
初
め
は
、
別
ち
周
子
の
主
静
、
程
子
の
静
坐
の



設
に
本
づ
き
、
以
て
其
の
基
を
立
つ
。
そ
の
自
得
の
数
は
別
ち
見
大

心
泰
の
訟
に
合
す
。
故
に
九
て
富
貴
功
利
得
喪
死
生
は
、
場
、
げ
て
以

て
其
の
心
を
動
か
す
に
足
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
其
の
後
造
詣
日
に
深

け
れ
ば
、
別
ち
叉
以
て
顔
氏
の
卓
爾
と
し
て
、
之
れ
に
従
は
む
と

欲
す
と
難
も
出
る
末
き
な
る
を
、
己
の
地
位
に
進
め
て
、
駿
駿
乎
と

し
て
孔
子
の
意
必
間
我
無
き
の
気
象
た
り
。
其
の
壌
に
本
原
有
り
。

進
む
に
次
第
有
り
。
的
然
と
し
て
接
る
べ
き
こ
と
此
の
如
し
と
。
」

ハ
再
三白

沙
の
学
の
端
緒
は
、
周
糠
渓
の
「
主
静
」
と
、
程
明
道
の
「
静

坐
」
の
説
に
本
づ
い
て
基
礎
を
立
て
、
而
し
て
「
自
得
」
の
効
に
よ

り
、
何
事
に
も
心
を
動
か
す
こ
と
が
な
く
な
り
、
遂
に
孔
子
の
「
一
意

必
国
我
」
無
き
の
気
象
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
前
回
す
べ
き
こ
と
は
、
「
其
の
謬
に
本
原
有
り
、
準
む
に

次
第
有
り
。
的
然
と
譲
る
べ
き
こ
と
此
の
如
し
。
」
と
い
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
沙
の
学
問
す
る
方
法
を
い
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
同
時
に
、
学
究
者
に
対
す
る
一
般
的
な
基
本
姿
勢
と
し
て
受

け
止
め
た
い
。

湛
甘
泉
は
、
詳
は
若
水
、
字
は
一
克
明
。
初
名
は
露
、
字
は
民
沢
で

あ
っ
た
が
、
祖
詳
を
避
け
雨
と
改
め
、
後
ち
更
に
若
水
と
定
め
た
。

広
東
省
甘
泉
郡
増
城
県
新
塘
の
人
。
四
方
の
学
者
が
甘
泉
を
宗
と
し

た
の
で
甘
泉
先
生
と
称
し
た
。

担
先
は
帯
〈
顎
建
省
〉
の
人
。
一
克
徳
ハ
詩
、
露
)
、
ト
し
て
沙
貝
村
に

住
み
、
沙
貝
の
始
祖
と
な
る
。
曾
祖
は
懐
徳
、
一
克
末
の
乱
に
義
兵
を

挙
げ
、
沙
貝
村
を
守
っ
た
の
で
義
士
の
一
利
が
あ
る
。
視
は
樵
林
公

江
、
父
は
恰
港
公
漢
、
共
に
先
生
と
し
て
尊
ば
れ
、
資
政
大
夫
、
南

京
礼
部
尚
蓄
を
贈
ら
れ
、
祖
母
は
梁
氏
、
母
は
陳
氏
、
倶
に
夫
人
で

あ
る
。拐

の
憲
宗
の
成
化
二
年
丙
皮
(
一
四
六
六
)
、
十
月
十
三
日
巴
の
刻

に
、
沙
貝
村
に
生
ま
れ
た
。
人
相
が
甚
だ
人
と
違
っ
て
い
た
。
穀
中

に
二
つ
の
蹴
援
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
輔
弼
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

両
耳
の
傍
に
各
そ
黒
子
が
あ
り
、
左
の
七
つ
は
北
斗
に
、
右
の
六
つ

は
南
斗
に
似
て
い
た
。

十
四
歳
で
始
め
て
小
学
に
入
り
、
十
六
歳
で
府
岸
に
遊
学
。
孝
宗

の
弘
治
五
年
壬
子
(
一
四
九
二
〉
、
二
十
七
歳
の
年
、
郷
試
に
合
格
し
、

第
四
位
で
挙
人
に
挙
げ
ら
れ
、
鹿
鳴
の
宴
の
持
、
優
楽
を
用
い
た
の

で
、
甘
泉
は
「
賓
は
盛
典
を
血
ハ
に
し
て
戯
む
る
可
け
ん
や
よ
と
い

っ
た
。
こ
の
徳
器
雅
重
は
台
締
に
な
る
望
み
が
あ
っ
た
。

弘
治
七
年
甲
寅
(
一
回
九
四
三
二
十
九
歳
の
二
耳
、
往
い
て
陳
白

①
1
1
1
1
 

沙
に
学
び
、
「
此
の
事
は
「
全
放
下
」
に
非
ざ
れ
ば
、
移
に
湊
泊
し

難
し
ご
と
い
い
、
遂
に
会
試
の
激
文
を
焼
き
、
出
仕
を
断
念
し
、
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一
室
に
独
居
し
、
心
を
千
古
に
馳
せ
、
整
資
の
修
行
を
黙
約
し
、
総

括
し
て
際
白
沙
の
「
随
v
庭
楼
ニ
認
天
理
こ
の
六
字
の
秘
訣
を
悟
っ

た
。
時
に
三
十
二
歳
。
こ
の
報
を
受
け
た
陳
白
沙
は
、
「
此
の
一
鞭

に
若
く
。
何
ぞ
古
人
の
佳
麗
に
到
ら
ざ
る
を
患
へ
ん
や
。
」
と
喜
ん

だ。
注
①
拙
著
『
湛
甘
泉
の
研
究
』
参
照
。

弘
治
十
八
年
乙
丑
ハ
一
五
O
五
)
、
甘
泉
四
十
歳
の
年
母
に
出
仕
を

勧
め
ら
れ
、
会
試
に
応
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
時
の
祭
酒
楓
山
張
公

慾
が
試
み
に
、
「
僻
面
接
背
論
」
を
以
で
し
た
。
こ
れ
は
天
下
に
魁

け
た
珍
し
い
会
試
で
あ
っ
た
。
学
士
張
元
被
(
東
白
〉
は
、
甘
泉
の

「
中
者
天
下
之
大
本
論
」
を
讃
み
、
「
縮
尺
儒
復
出
失
。
」
と
感
嘆
し
た
。

第
二
位
務
課
で
合
格
す
る
。
翰
林
院
佐
川
士
同
士
と
な
り
、
次
い
で
編
修

と
な
る
。
こ
の
時
、
王
陽
明
〈
一
ニ
十
四
歳
)
は
吏
部
に
居
り
、
学
を
講

じ
て
い
た
。
二
人
の
初
会
は
こ
の
時
で
あ
る
。

正
徳
七
年
壬
申
〈
一
五
一
二
)
、
安
一
南
国
王
の
正
伎
と
し
て
安
南
に

伎
す
。
嘉
靖
元
年
壬
午
〈
一
五
ニ
ニ
〉
、
復
び
編
修
と
な
り
、
翌
年
翰

林
院
侍
読
。
一
ニ
年
申
申
ハ
一
五
二
七
〉
、
五
十
九
歳
、
南
京
国
子
監
祭

酒
。
後
ち
吏
部
・
礼
部
右
侍
郎
、
本
部
左
侍
郎
を
経
て
、
嘉
靖
十
二

年
発
己
(
一
五
O
O
)、
南
京
礼
部
尚
警
に
昇
進
。
六
十
八
歳
。
後
ち

吏
部
・
兵
部
尚
蓄
を
経
歴
し
、
嘉
靖
十
九
年
庚
子
ハ
一
五
回
O
〉
、
致

仕
。
七
十
五
歳
。
嘉
靖
三
十
九
年
庚
甲
ハ
一
五
六
O
V
四
月
二
十
二

日
、
鳥
山
精
舎
(
広
州
〉
で
没
し
た
。
九
十
五
歳
。

こ
の
日
、
泳
洛
後
、
夕
方
、
大
星
が
西
北
に
韻
ち
、
そ
の
光
が
遍

く
地
に
広
が
っ
た
。
そ
の
頃
長
逝
し
た
。
こ
の
様
子
を
羅
洪
先
は
、

「
墓
表
」
で
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「
嘉
靖
庚
申
四
月
念
有
二
日
成
の
時
、
一
星
東
南
よ
り
来
る
。
其

の
大
き
さ
斗
の
如
し
。
其
の
光
天
を
燭
ら
し
、
其
の
整
雷
の
如
し
。

域
を
翠
げ
て
皆
驚
く
。
文
院
に
頚
つ
。
先
生
部
ち
正
援
に
移
る
。
夫

れ
先
生
の
生
ま
る
る
は
、
中
星
の
見
る
る
に
態
じ
て
生
ま
れ
、
其
の

残
す
る
や
、
中
星
の
窺
つ
る
に
態
じ
て
残
す
。
天
運
の
気
機
な
り

と
。
」
ハ
『
甘
泉
文
集
』
第
三
十
二
巻
「
外
集
」
〈
墓
誌
銘
〉

更
に
そ
の
死
を
痛
む
情
景
を
、
「
関
城
の
「
内
外
、
奔
突
す
る
者
、

市
内
を
以
て
計
る
。
海
内
の
諸
生
、
一
設
経
を
服
し
て
、
朝
夕
哀
し
み
臨

む
こ
と
、
考
批
を
喪
ふ
が
如
し
。
道
徳
の
人
を
感
ぜ
し
む
る
や
、
其

れ
渡
り
有
ら
む
や
と
。
」
(
向
〉
。
潟
に
切
々
と
胸
に
迫
る
。
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四

経
甘
泉
の
学
説
は
、
「
随
v
庭
畿
一
一
認
天
理
乙
で
あ
る
。
こ
れ
は
先

師
際
自
沙
の
説
で
あ
る
が
、
際
白
沙
は
こ
れ
に
つ
い
て
解
明
を
せ

ず
、
た
だ
「
岳
得
」
を
求
め
た
。
陳
白
一
沙
は
苦
難
の
あ
げ
く
、
「
自

得
」
を
体
認
し
た
か
ら
で
あ
る
。
湛
甘
泉
は
思
索
冥
想
の
結
果
、
こ

の
設
を
了
倍
し
た
。
初
め
は
「
鑓
ニ
認
天
理
こ
で
良
い
と
し
た
。
し



か
し
後
日
、
こ
れ
で
は
不
十
分
な
こ
と
を
覚
り
、
「
隠
庭
」

加
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
臨
慮
」
の
二
字
を
加
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
門
人
の
愛

弟
子
洪
垣
が
、
「
墓
誌
銘
」
に
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「
一
初
潟
一
一
一
鰻
-
一
認
天
理
4

後
魔
一
一
其
未
?
議
、
復
加
ニ
随
庭
二
字
ご
〈
問
、

巻
一
一
一
十
二
「
外
集
」
〈
墓
誌
銘
〉
)

の
二
字
を

一i

自
得
」
に
つ
い
て
は
、
白
沙
は
「
夫
向
学
貴
ニ
自
得
一
也
、
事
者
十
匂
不
一
ニ

但
求
-
一
之
卦
一
史
而
求
一
一
之
心
ペ
察
ニ
於
動
静
有
無
之
機
ぺ
去
二
耳
自
支
離

之
用
一
存
『
一
虚
器
不
測
之
紳
↓
一
関
v
各
議
得
v
之
失
。
非
v
得
ニ
之
喜
一

得
ニ
自
我
一
者
也
。
」
(
『
白
沙
子
全
集
』
「
際
文
恭
集
序
」
)
と
い
っ
て
い
る
。

「
自
得
」
は
蓄
に
よ
っ
て
得
る
の
で
は
な
く
、
ぺ
自
ら
我
に
得
る
」
も

の
な
の
で
あ
る
。

「
睦
一
一
認
天
理
こ
に
お
い
て
は
、
白
沙
は
「
其
裁
可
三
以
至
ニ
聖
域
ご

と
(
向
〉
だ
け
い
っ
て
、
何
等
の
説
明
も
し
な
か
っ
た
。
や
は
り

「
自
得
」
を
重
ん
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
甘
泉
は
自
ら
次
の
よ
う

に
い
っ
て
い
る
。
「
自
一
一
一
一
回
目
、
直
之
魚
v
設
、
難
v
多
一
一
其
要
ぺ
不
γ

遜下

櫨
ニ
認
天
理
一
四
一
字
ω
最
潟
一
一
簡
易
ご
と
。
(
向
)

こ
の
「
健
ニ
認
天
理
乙
の
旨
は
、
朱
子
の
師
、
李
偶
(
延
平
・
一
崎
一
以
)

が
初
め
て
己
れ
の
学
説
と
し
た
と
見
ら
れ
る
。
何
経
柏
は
い
う
、

「
柏
少
時
、
精
知
v
響
、
村
居
無
二
部
友
↓
社
v
属
談
一
一
性
理
一
篤
信
下
李

延
卒
鉄
坐
澄
心
、
積
一
認
天
理
一
之
口
氏
夙
夜
端
省
、
弗
一
一
致
有
?
様
。
」

と
ハ
『
白
沙
子
全
集
』
「
改
創
白
沙
家
一
瞬
碑
記
」
)
。
こ
の
「
鰻
ニ
認
天
理
こ

を
陳
自
沙
が
受
け
、
更
に
湛
甘
泉
が
了
惜
し
て
自
説
と
し
た
の
で
あ

る。
「
憶
慮
」
に
つ
い
て
は
、
自
沙
の
「
随
時
隠
慮
、
無
一
二
不
一
一
是
理
充

塞
ご
が
根
拠
と
な
り
、
「
龍
一
一
認
天
理
こ
は
、
白
沙
の
「
髄
ニ
認
物

理
こ
の
説
法
に
基
づ
き
、
「
天
理
」
は
天
地
自
然
の
本
体
の
真
理
で

あ
り
、
道
で
あ
り
、
物
で
あ
る
の
で
、
「
韓
認
」
は
即
ち
「
格
物
」

と
悟
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
騒
v
底
捜
ニ
認
天
理
こ
は
、
陳
白
沙

の
説
を
了
情
し
た
の
で
は
な
く
、
湛
甘
泉
の
独
創
で
あ
る
と
い
う
学

者
も
い
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
に
賛
成
し
難
い
。
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五

弘
治
十
三
年
庚
申
(
一
五
O
O〉
、
師
際
自
沙
が
没
し
た
時
は
、
湛

甘
泉
は
三
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
年
、
白
沙
は
次
の
よ
う
な
詩

を
詠
ん
だ
。
「
小
一
一
坐
江
門
一
不
y

計
v
年

蒲

樹

首
v
膝
穿
一
一
幾
同
一
如

今
老
去
還
分
付
不
一
良
区
霞
倣
一
一
等
銭
こ
そ
の
抜
に
、
「
達
磨
西
来

し
、
衣
を
俸
ふ
る
を
信
と
信
用
す
。
江
門
の
釣
牽
、
夫
の
衣
鉢
に
病

む
。
今
、
湛
民
淳
に
付
興
す
。
牧
管
せ
ば
、
賂
来
無
窮
の
統
有
ら
む
。
」

(
『
甘
泉
文
集
』
巻
三
十
二
、
寸
外
集
」
〈
墓
表
〉
)
と
あ
る
。
甘
泉
に
期
す

る
と
こ
ろ
、
海
に
大
な
る
を
見
る
。

そ
こ
で
甘
泉
は
、
ミ
翌
一
萩
の
師
、
我
を
成
す
か
。
我
を
生
む
者
と



等
し
よ
(
開
)
と
い
っ
て
、
新
衰
の
服
を
作
り
、
議
墓
三
年
、
室
に

入
ら
ず
。
父
に
喪
す
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ま
た
楚
雲
台
に
帰

り
、
独
居
す
る
こ
と
三
年
、
母
陳
氏
が
心
配
し
、
余
震
徐
君
絃
と
出

仕
を
勧
め
た
。

学
の
道
統
に
つ
い
て
、
古
泉
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
先
生
之
道
部
局
程
之
道
。
周
程
之
道
部
孟
子
之
道
。
孟
子
之
道

部
孔
子
之
道
。
孔
子
之
道
部
文
武
再
湯
之
道
。
文
武
馬
湯
之
道
部
莞

舜
之
道
。
臼
二
道
烏
在
↓
日
三
道
生
日
一
於
心
↓
既
日
、
入
者
天
地
之
心
。

故
上
下
回
方
之
字
、
古
今
往
来
之
宙
、
同
一
天
地
、
同
一
気
也
。
向

一
心
也
。
是
故
、
発
舜
之
心
部
再
湯
文
武
之
心
。
百
円
湯
文
武
之
心
部

孔
子
之
心
。
孔
子
之
心
部
孟
氏
之
心
。
孟
子
之
心
部
周
程
之
心
。
周

程
之
心
部
自
沙
先
生
之
心
。
自
沙
先
生
之
心
、
部
侍
御
孝
m

出
品
英
君
之

心
。
初
無
-
一
二
心
↓
初
無
二
二
道
↓
在
一
一
受
市
在
v
之
耳
。
不
ν
然
別
侍

御
生
ニ
乎
数
十
年
之
後
、
千
里
之
遠
↓
胡
借
用
而
有
-
一
比
心
一
哉
0
2
一
(
『
自

抄
子
全
集
』
「
専
秀
山
由
抄
議
院
記
」

湛
甘
泉
は
際
自
沙
の
第
一
の
弟
子
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
陳
白
沙
の

没
後
、
門
人
の
衆
議
に
よ
っ
て
、
「
自
沙
先
生
行
紋
」
を
骨
一
向
い
た
こ
と

を
始
め
、
「
白
沙
子
古
詩
数
解
」
「
重
刻
白
沙
先
生
集
序
」
「
袋
二
石
郡
川

先
師
}
す
〈
l

一
「
改
葬
白
沙
先
生
墓
碑
銘
」
「
勢
秀
山
白
沙
書
院
記
」
「
建
ニ

洞
白
雲
山
一
襲
ニ
石
驚
陳
先
師
像
一
成
祭
文
」
等
を
作
り
、
叉
麗
額
「
碧

玉
棲
」
を
番
い
た
こ
と
や
、
陳
白
沙
が
甘
泉
に
与
え
た
書
簡
、
詩
な

ど
を
読
む
と
、
如
何
に
甘
泉
が
棟
自
沙
に
愛
さ
れ
、
ま
た
陳
由
一
沙
を

敬
慕
し
た
か
が
窺
わ
れ
、
師
弟
愛
の
美
し
さ
に
、
一
段
襟
に
満
た
し
む

の
感
を
深
く
す
る
。
「
白
沙
先
生
行
紋
」
に
は
、
そ
の
様
子
を
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
鳴
呼
、
先
生
の
若
き
は
君
子
に
し
て
、
周
子
の
後
ち
一
人
の
み

と
謂
ふ
は
非
か
。
茶
や
似
る
こ
と
無
し
。
成
化
甲
寅
(
一
四
九
四
)
よ

り
、
我
が
先
生
を
白
沙
に
見
る
。
我
が
先
生
は
、
部
ち
菌
士
を
以
て

其
の
後
を
待
つ
。
数
へ
を
受
く
る
こ
と
多
く
し
て
、
愛
を
厚
な
く

す
る
こ
と
厚
し
。
残
す
る
に
臨
み
、
兵
に
室
田
趣
至
る
。
白
沙
寄
す
る

に
、
斯
の
文
を
以
て
告
ぐ
。
門
人
羅
莞
に
臼
く
、
五
回
が
道
、
五
回
れ
五
回

が
茶
に
付
す
、
と
。
示
す
に
詩
を
以
て
云
ふ
。
「
往
古
来
人
。
f

幾
翠
賢

都
従
二
心
上
一
契
一
一
心
俸
一
孟
子
聴
明
選
ニ
孟
子
一
如
今
兵
莫
v
一一億一一人

一
一
一
一
同
一
」
又
臼
く
、
「
高
丈
統
一
蝕
何
庭
山
三
年
碧
玉
夢
相
関
多
少

重
工
停
不
y

去
都
波
賢
今
重
一
拍
寛
」
又
日
く
、
「
病
久
惟
蕗
v
命

詩
成
不
ν
浪
v
俸
門
前
花
十
丈
玉
井
一
正
関
y

蓮
数
株
間
到
v
地

一
棟
正
横
γ

天

不

γ

亡
五
回
道
在
高
官
内
蔵
相
連
」

国
り
て
其
の
手
を
執
り
て
臼
く
、
宇
宙
に
出
づ
る
者
は
子
な
り
、

と
。
既
に
し
て
臼
く
、
孔
子
の
遵
至
れ
り
。
願
は
く
は
蛇
を
撃
き
て

足
を
探
ふ
る
こ
と
探
れ
、
と
。
又
た
日
く
、
用
ふ
れ
ば
斯
に
行
は

れ
、
舎
け
ば
斯
に
議
る
。
子
其
れ
之
れ
を
勉
め
よ
。
吾
が
一
一
一
一
向
止
だ
走

れ
な
り
。
鳴
呼
、
一
一
一
一
向
猶
ほ
耳
に
在
り
。
不
宵
菜
、
斗
位
向
の
器
、
何
を
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修
め
何
を
潟
さ
む
。
宿
し
て
後
、
以
て
少
し
く
我
が
先
生
の
負
託
の

章
一
き
に
副
ふ
可
き
か
。
先
生
残
し
て
後
、
門
人
緊
議
し
て
、
湛
雨
を

以
て
行
吠
を
潟
ら
し
む
よ
ハ
『
自
沙
子
全
集
』
「
白
沙
先
生
行
状
」
)

注
こ
の
行
状
は
甘
泉
は
倉
卒
な
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
門
人
張
諮

(
廷
賀
〉
が
補
葺
し
て
、
弘
治
十
四
年
辛
酉
(
一
五
O
一
)
に
成
っ
た
。

陳
白
沙
に
は
著
書
が
な
い
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
自

分
の
考
え
を
詩
に
寓
し
た
こ
と
。
他
は
自
色
著
述
は
必
要
な
い
と
し

た
こ
と
で
あ
る
。
「
自
沙
先
生
は
著
作
無
し
。
著
作
の
意
を
詩
に
寓

す
。
是
の
故
に
、
道
徳
の
精
は
必
ず
詩
に
於
て
之
れ
を
援
す
。
天
下

後
世
之
れ
を
得
、
走
れ
に
図
っ
て
以
て
俸
ヘ
、
走
れ
を
数
へ
と
為

す
。
」
(
同
「
詩
教
解
原
序
」
)
と
い
い
、
ま
た
「
曾
て
道
の
額
晦
は
、

人
に
在
り
て
言
語
に
在
ら
ざ
る
を
以
て
、
遂
に
一
意
を
著
述
に
絶
つ
。
」

(
同
「
出
沙
先
生
行
状
」
)
と
い
っ
て
い
る
。
文
中
、
詩
の
多
い
こ
と
で

納
得
さ
れ
よ
う
。

結

話
相

湛
甘
泉
が
生
ま
れ
た
時
は
、
際
白
沙
は
既
に
三
十
九
歳
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
三
十
八
歳
年
長
で
あ
る
。
弘
治
五
年
三
四
九
一
一
)
、

挙
人
に
挙
げ
ら
れ
、
二
年
後
、
白
沙
に
入
門
し
た
二
十
九
歳
の
時
は
、

自
沙
は
六
十
七
歳
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
頃
自
沙
は
、
一
ニ
十
余
年
講

学
を
し
、
従
学
の
土
は
千
を
数
え
、
中
で
も
、
百
六
人
は
有
名
人

と
し
て
『
新
塘
県
志
』
に
一
記
載
さ
れ
て
い
る
。
湛
甘
泉
の
入
門
前
に

は
、
主
た
る
弟
子
に
、
李
承
基
、
張
廷
寅
、
林
絹
照
、
李
孔
修
、
謝

天
錫
等
が
お
り
、
殊
に
李
承
基
を
愛
し
、
早
く
よ
り
付
託
の
心
が
あ

り
、
彼
の
た
め
に
特
に
楚
雲
台
を
築
き
、
こ
こ
に
住
ま
せ
て
務
聯
に

「
有
二
月
巌
光
?
瀬
無
v
全
ニ
郭
腕
蓋
乙
(
「
白
沙
先
生
行
状
」
)
を
世
一
回
き
、

将
来
を
嘱
自
し
た
。
然
し
諾
そ
の
事
情
で
、
相
先
後
し
白
沙
の
も
と

を
離
去
し
、
一
人
も
宗
子
と
願
う
者
が
な
く
な
っ
た
。
そ
の
時
、
甘

泉
が
来
学
L
、
「
'
参
前
傍
衡
の
事
者
」
と
な
し
、
遂
に
楚
雲
台
を
与

え
居
住
さ
せ
、
掛
け
替
え
の
な
い
継
承
者
と
着
倣
し
た
。
そ
れ
は
既

述
し
た
湛
甘
泉
の
優
れ
た
徳
性
と
品
行
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

湛
甘
泉
は
、
一
ニ
十
二
歳
で
「
騎
γ
庭
鐙
一
一
認
天
理
こ
の
説
を
了
悟

し
て
以
来
、
九
十
五
歳
で
没
す
る
ま
で
、
終
生
こ
の
説
を
堅
持
し

た
。
市
し
て
こ
の
学
説
を
体
系
づ
け
裏
付
け
た
の
が
、
「
心
性
問
設
」

と
「
四
勿
地
制
緩
」
で
あ
る
。
甘
泉
は
世
宗
の
嘉
靖
三
年
甲
申
(
一
五

二
回
〉
、
五
十
九
歳
の
年
、
南
京
国
子
監
祭
酒
に
昇
進
し
、
六
十
三
歳

ま
で
在
任
し
た
。
こ
の
荷
書
は
こ
の
期
間
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
『
明
史
』
列
伝
、
「
湛
甘
泉
」
の
条
に
、
「
己
翠
ニ
南
京
圏
子
監
察

潜
ぺ
作
二
心
性
鼠
設
一
以
数
ド
士
。
」
と
あ
る
。

「
心
性
国
間
設
」
に
は
、
「
心
也
者
、
鐙
ニ
天
地
宮
内
物
一
一
郎
不
v
選
者
也
。

性
也
者
、
心
之
生
理
也
。
心
性
非
v
二
也
。
」
と
あ
り
、
又
「
心
也

者
、
包
一
一
乎
天
地
寓
物
之
外
一
市
貫
ニ
乎
天
地
高
物
之
内
一
者
也
。
中
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外
非
v
二
也
。
天
地
鉱
山
ニ
内
外
↓
心
安
無
二
「
内
外
↓
援
一
一
一
一
一
一
口
之
一
耳
余
。
」

と
あ
る
。
一
方
「
四
勿
総
位
以
」
に
は
、
「
心
含
}
F
Z
人
府
総
額
気
之
精
、
血
小
一

地
康
大
一
興
乙
大
高
明
わ
惟
清
惟
懇
、
宮
ハ
ニ
道
百
鰹
↓
非
龍
一
念
、
能

知
ニ
太
始
事
↓
顔
後
不
γ
遠
、
百
世
之
師
翠
透
、
一
一
一
一
回
淫
ニ
多
岐
支
離
↓

二
繁
一
回
勿
一
卦
y

窯
。
」
と
あ
る
。

「
心
性
回
開
設
」
と
「
四
勿
線
簸
」
の
関
係
は
、
「
四
勿
総
簸
」
の
後

序
に
、
「
比
二
留
、
乃
袈
事
功
夫
、
至
切
至
要
、
至
簡
至
易
底
。
紹

而午一一同
y
之
、
不
y

遁
t

一
口
ハ
是
随
v
庭
鐙
}
一
認
天
理
↓
心
性
園
事
現
一
一
議
捷
一

回
勿
総
簸
鶴
、
専
明
こ
功
夫
ご
と
い
い
、
「
二
鼠
各
有
γ
不
γ
問
、
然
寅

相
表
一
謀
、
笈
相
援
問
問
。
此
通
二
、
無
γ

二
之
寅
也
。
」
と
い
っ
て
い
る
。

市
し
て
「
自
然
堂
銘
」
に
、
「
先
師
白
沙
先
生
云
、
事
以
一
一
自
然
-

信
仰

v
宗
。
蛍
時
間
者
、
或
疑
v
江
戸
内
、
若
水
服
ニ
縮
問
是
訓
↓
義
一
ニ
四
十
一
企
〈
。

乃
今
信
v
之
金
篤
。
」
〈
『
甘
集
文
集
』
巻
二
十
一
「
雑
著
」
〈
自
然
堂
銘
〉
〉
と

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
甘
泉
は
四
十
年
間
、
際
自
沙
の
「
自
然
」

の
訓
を
服
牌
し
、
こ
れ
を
信
じ
る
こ
と
益
と
篤
く
な
っ
た
。
甘
泉
は

二
十
九
歳
で
入
門
し
た
か
ら
、
六
十
九
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

こ
の
年
は
、
南
京
礼
部
尚
警
に
昇
進
し
た
翌
年
で
、
文
官
と
し
て
最

高
の
地
位
を
極
め
た
栄
光
の
頂
点
に
あ
っ
た
時
で
あ
る
。

付

記昭
和
六
十
三
年
ハ
一
九
八
八
)
、
八
月
上
旬
、
湛
甘
泉
の
生
地
新
塘
、
門

弟
教
育
を
し
た
「
大
科
書
院
」
の
あ
る
西
樵
山
、
江
門
の
「
阪
自
抄
先
生

紀
念
館
」
の
碧
玉
楼
等
を
こ
の
自
で
直
に
見
、
極
め
て
心
を
打
た
れ
た

が
、
湛
甘
泉
に
関
し
て
は
、
殆
ん
ど
無
関
心
で
遺
跡
は
荒
廃
し
て
い
た
。

筆
者
の
著
書
『
湛
甘
泉
の
研
究
』
『
湛
甘
泉
の
翠
設
』
『
湛
甘
泉
と
王
陽
明

の
関
係
』
『
湛
せ
泉
の
教
育
」
一
等
を
、
新
塘
中
翠
校
に
寄
贈
し
、
再
会
を

期
し
て
帰
国
し
た
。

量
に
計
ら
ん
や
、
平
成
六
年
ハ
一
九
九
四
〉
、
三
月
十
日
、
百
世
甘
泉
研

究
文
集
』
が
、
一
新
塘
中
学
校
長
李
鎮
欽
氏
よ
り
贈
与
さ
れ
て
、
驚
骸
し

た
。
播
く
と
、
「
紀
念
湛
若
水
先
生
五
二
五
周
年
学
術
思
想
研
討
会
」
が
、

一
九
九
二
年
六
月
二
十
七
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で
立
一
日
間
、
湛
甘
泉
の
郷

里
新
塘
鎮
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
時
の
模
様
や
研
究
発
表
論
文
等
が
、
詳
細

に
設
問
か
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
想
う
時
、
筆
者
が
新
撲
中
学
を
一
訪
れ
、
拙
著
を
贈
呈
し
た
こ
と

が
、
こ
の
研
討
会
開
催
の
動
留
に
な
っ
た
の
で
は
と
想
像
さ
れ
、
欣
快
措

く
能
わ
ざ
る
惑
を
抱
一
く
と
共
に
、
漸
く
中
国
本
土
に
お
い
て
も
、
こ
の
研

究
に
取
り
組
む
姿
勢
の
機
運
が
出
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
今
後
の
発
展
を
期

し
て
己
ま
な
い
も
の
が
あ
る
。
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